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研究成果の概要：全前脳症の原因遺伝子であるZic2の被制御遺伝子をChIPクローニング

の手法を用いて捜索し、多数の遺伝子の候補を得ている。その中でも注目すべきはTGIF 

(TG-interacting factor) である。TGIFは ZIC2遺伝子と共に全前脳症の原因遺伝子と

考えられており、Zic2の遺伝子変異マウスでもTGIFの発現を詳細に解析したところ、野

生型のマウスに比べ、発現が少ないことが明らかとなった。 
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１．研究開始当初の背景 
 
全前脳症に関わる遺伝子の制御機構は十分
ではなく、Zic2タンパク質の直接の標的遺伝
子の解析は進んでいなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 
転写制御因子である Zic2 がどのような遺伝
子を介して全前脳症と関わりを持つのか、明
らかにし、マウスモデルを用いて証明する。 
 
 

３．研究の方法 
 
（１）Zic2の被制御遺伝子をChIPクロー
ニングの手法を用いて捜索する。（２）同
定した遺伝子群を RT-PCRで確認する。
（３）Zic2ノックダウンマウスモデルを
用いて実際の発現量を詳細に解析する。 
 
４．研究成果 
 
（１）多数の標的遺伝子群を同定。（２）同
定されたい電子群のうちの１つは、既に全前
脳症関連遺伝子として知られるTGIFであっ
た。 
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